様式第３号

障害福祉サービス事業等開始(変更)届出書
	開始し、又は変更しようとする事業
	種類
	　

	
	提供する便宜等の内容
	　

	経営者
	氏名又は名称
	　

	
	住所
	　

	基本約款
	別紙1のとおり

	職員の種類
	職務の内容
	職員の定数

	　
	　
	人

	　
	　
	人

	　
	　
	人

	　
	合計
	人

	主な職員の氏名
	　

	主な職員の経歴
	別紙2のとおり

	事業を行おうとする区域
	　

	事業の用に供する施設
	名称
	　

	
	種類
	　

	
	所在地
	　

	
	利用定員
	　

	事業開始の予定年月日
	　


　上記のとおり事業を開始(変更)するので、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第79条第2項(第3項)の規定により、届け出ます。

　　　　　　年　　月　　日

住所　　　　　　　　　　　　
届出者　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　
	　
	法人にあっては、名称及び代表者の氏名


　新潟県知事　　　　様



障害福祉サービス事業開始（変更）届に係る記入上の注意

１　原則として、事業所ごと、サービスの種類ごとに作成すること。
　　ただし、多機能型事業所又は居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護を１事業
所において実施している場合は、サービスの種類が複数であることに関わらず、事業所
ごとに作成して差し支えない。
２　不要な字句は削除又は二重線で抹消すること。
３　「開始し、又は変更しようとする事業」の「種類」欄には、届け出る事業名を記入すること。
４　「開始し、又は変更しようとする事業」の「提供する便宜等の内容」欄には、事業内容を具体的に記入すること。
５　変更届の場合は、変更した部分のみを記入し、それ以外の部分は斜線を引くこと。
　　ただし、「事業の用に供する施設」欄に変更がない場合についても、名称、所在地をそ
れぞれ記入すること。
６　基本約款は、当該事業を経営するものが市町村である場合には条例を、法人である場
合には当該事業が記載されている定款を添付すること。
７　｢経営者｣欄は、当該事業を経営するものが法人である場合には、その名称及び主たる
事務所(法人事務局等)の所在地をそれぞれ記入すること。
　 （例）社会福祉法人〇〇福祉会 
　　　　 新潟県○○市△△町×－×
８　｢主な職員の氏名｣欄には，管理者及びサービス管理責任者（居宅介護、重度訪問介護
同行援護、行動援護については、サービス提供責任者）の氏名を記入すること。
　　主な職員の経歴については、経歴書（指定申請の様式を準用するなど、任意の様式）
を添付すること。
９　従たる事業所又は複数の共同生活住居がある場合には、「事業の用に供する施設」欄の
「名称」欄、「所在地」欄、「利用定員」欄に、それぞれ記入すること。
10　「事業開始の予定年月日」欄には、当該事業を開始する日付又は変更した日付を記入
すること。開始の日付が届出年月日より遡っている場合や、変更等から１か月以上経過
している場合については、届出が遅れた理由等を、任意様式で提出すること。
11　開始届には、当該事業に係る収支予算書及び事業計画書を添付すること。
なお、事業計画書は、指定申請書又は変更届出書に添付する付表に代えて差し支えない。
